
 

西の里中学校の教育目標 賢く・優しく・たくましく 

西の里スタンダード「 ３つの「あ」 挨拶 ・ 安全 ・ 後始末 」 
 

 

 

 

 

                                          

 

 
 

伝統の「百人一首大会」 

校長  髙橋 浩子 

 

本校の特徴的な教育活動の一つに、異学年混合チームで対戦する「百人一首大会」があります。（北海道独特の文化と言 

 われる取り札が木札の下の句かるたです。幕末から明治期、北海道に移住してきた会津藩の人によって持ち込まれたという 

説があります。）“西の里中の伝統行事”として、毎年取り組んでいます。 

校長室にある資料を調べてみると、少なくとも昭和60（1985）年には「校内カルタ大会」として行われていた記録が見 

つかりました。かつては市内各校から代表が集まり、公民館で大会が行われていたという地域の方の話もあり、他校では行 

われなくなっていった中で、本校では校内行事として根付いたのかもしれません。雪に閉ざされる冬のレクリエーションと 

して、昭和時代の生徒も大いに楽しんだであろうことが想像できます。 

９月、１年生は変体仮名で書かれた木札の読み方を学習しました。その後１・３年生の合同学習で 

読みにくい札や間違いやすい札について３年生が１年生に教えました。実戦練習では３年生が声を出 

して盛り上げ、１年生が対戦相手の札を取ったときなどは褒めちぎります。最初は緊張して顔がこわ 

ばっていた１年生も、３年生の距離の近いやりとりのおかけで徐々に和らいでいきます。そして１２ 

月、いよいよ大会実施月。３学年合同のチームで打ち合わせをして練習に励み、本番に挑みます。百 

人一首でこんなに盛り上がるとは…と驚くほど大きな歓声が上がり、ひっきりなしに拍手が起きます。 

  読み手の声に耳を澄ませて集中する張り詰めた緊張感を共有し、その緊張が拍手と歓声で打ち破られて喜びを共有する中 

で、チームの連帯が生まれていく。伝統行事の持つ魅力がわかったような気がします。 

  さて、猛暑を乗り越え学習に励み、コロナを乗り越え合唱を完成させた学校祭を経て、それぞれの学年が大きく成長した 

２学期が終わります。うまくいかず悩んだり、思いが通じず悔しがったり、やり遂げた充実感を味わったりと、たくさんの 

挑戦が積み重ねられました。 

３年生は中学校卒業後の希望進路を決め、面接練習も始めています。自分の進む未来を見据え、今の自分と向き合うこと 

で、表情は日々たくましさを増しています。まだまだ悩みは尽きず、もがくこともあると思いますが、時に仲間と励まし合 

い、時に一人で思索し、時に大人を頼って相談し、自分の歩みを進めてほしいと思います。 

 

ご家族の皆様、地域の皆様には、学校の教育活動にご理解とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。よいお年をお迎え 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「笑顔あふれる西の里中に」～ 

 
北広島市立西の里中学校  西の里７９０番地(電話：０１１－３７５－２８４３) 

 令和５年度 第１０号 令和５年１２月２２日発行 発行責任者 髙橋 浩子 

 ホームページアドレス http://www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/nishinosatot/ 

 

 

 

  

12月13日（水）西の里地区交通安全協議会の会長及び

事務局長が来校され、１年生全員に反射板付き手袋を贈

呈して頂きました。これまでも毎年１年生に交通安全グ

ッズを贈呈していただいています。これから冬道とな

り、一層の交通安全の 

意識向上を生徒も大人 

も心がけたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     １１月２８日（火）は１年B組美術で特設研究授業を行いました。今年

度の小中共通研究主題「自ら進んで学び、思いを豊かに伝え合う児 

童生徒の育成」、中学校テーマ～「生徒の活動時間」を確保した授業づくり～を踏まえ、つながる模様を題材にして自己 

のアイディアを深める内容の授業でした。各班でテーマを決め、各自がそれに沿ったデザインを描き、完成したものを 

つなげてみるというものです。今回の授業では各自がそのためのアイディアスケッチを描き、班で交流し、互いにアド 

バイスしながら加筆・修正を行いました。当日は教室の後ろで多くの教職員が参観していましたが、生徒は臆すること 

なく授業を受けていたのが印象的でした。１Bの生徒が下校した後は今日の特設研究授業について研修を行いました。 

 

 

 

学校における働き方改革の

取組の一つとして、教職員が

休養を取りやすい環境を整備

し、心身の健康を保持するこ

とを目的に、「学校閉庁日」の

取組を市内全ての学校で実施

しています。12月29日から1

月3日までを本校の学校閉庁

日としています。この期間、

学校に職員はおりません。緊

急の場合は北広島市教育委員

会にご連絡ください。 

学校教育課tel 372-3311  

日 曜 朝読 部 給食 相談員ＳＣ

1 月

2 火

3 水

4 木 ○

5 金 ○

6 土 ○

7 日 ○

8 月 ○

9 火 ○

10 水 ○

11 木 午後○

12 金 午後○

13 土 ○

14 日 ○

15 月 × ○ ○

16 火 ○ ○ ○ 相談員

17 水 × × ○

18 木 ○ ○ ○ 相談員

19 金 勉 ○ ○ 相談員

20 土

21 日

22 月 ○ ○ ○

23 火 ○ ○ ○ 相談員

24 水 ○ × ○ 相談員

25 木 ○ ○ ○ 相談員

26 金 勉 ○ ○

27 土 × 午後○ ×

28 日

29 月 ○ ○ ○ SC

30 火 ○ ○ ○ 相談員

31 水 ○ ○ ○ 相談員

１，２年箏の授業①（音楽）

職員会議

３学期始業式（６時間授業）

登校指導

３年定期テスト　（５時間授業）

登校指導

職員会議

定例委員会・本部会

里中タイム

成人の日

令和６年　1月行事予定

元旦　　（学校閉庁日）

年始休業（学校閉庁日）

年始休業（学校閉庁日）

会議日　転入受付（13～15時）

１，２年箏の授業②（音楽）

１，２年箏の授業③（音楽）

新入生説明会　小中一貫総務部会

土曜授業公開（３時間・給食なし）

PTA第５回役員会

 

 

 11月に今年度2回目の「いじめアンケート」を実施し

ました。結果は次の通りです。 

・嫌な思いをしたことがある。 …６名 

・友人が嫌な思いをしているのを見たり聞いたりしたこ

とがある。 …１１名 

・いじめはどんな理由があっても許されない。 

 …そう思う １４２名、 そう思わない  

よくわからない  ２０名 

「ある」と回答した生徒については、速やかに校内い

じめ対策委員会にて状況の事実確認を行い、６件すべて

の事例をいじめとして認定し、指導・説諭・保護者連絡

等の対応を行いました。現在は嫌な思いをすることなく

過ごしていますが、今後も引き続き生徒たちの様子を見

守っていきます。いじめの定義については、「いじめ防止

対策推進法」において「当該児童等と一定の人間関係に

ある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える

行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）で

あって， 当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を

感じているもの」となっています。本校ではこの法律に

基づいて今後も対応いたします。 

また、いじめの未然防止対策として、生徒と担任の教

育相談、スクールカウンセラーによるSOSの出し方の

授業、「心と身体の健康調査」の実施、授業での

「対話」を通したコミュニケーション能力の向

上、学年縦割りによる学校行事の開催、生徒会に

よるいじめ集会の実施等、今後も計画的に取り組

んで参ります。何か心配なことがありましたら学校に

ご連絡ください 

 先日、相談窓口一覧のプリントも配布しています。悩

み事を抱え込まず、相談することが大切です。学校や家

庭のことで相談できる２４時間対応の窓口もありますの

で、ご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

17日（日）に札幌日大高校で開催

された西の里音楽祭に2年生の学年

合唱と吹奏楽部が参加しました。こ

の日に向けて、限られた時間の中で

練習に取り組みました。当日は多く

の観客を前にして美しい歌声と音色

を会場に響かせました。来場者から

は大きな拍手と称賛を頂きました。 


